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＜病棟連絡事項＞
・馬渡Drは訃報により12/1、12/3休みとなります。必要な処方や指示等は他Drより貰うようにしてください。
・栄養科から、当院で提供している各食事形態、各盛り、各栄養補助食品のカロリー、栄養の一覧が届いています。Bユニットテーブルの上に置いていますので活用してください。
・12/1より、点滴更新の時間が0:00→2:00となります。
　2本キープ　2:00～14:00　14:00～2:00

3本キープ　2:00～10:00　10:00～18:00　18:00～2:00
その変更に伴い、抗生剤の時間も変更となるので、各自周知、確認して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・中村　春雄様～14:00療養環境変更の為南病棟へ転出。
・岡村　トミ様～14:30療養環境変更の為南病棟へ転出。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～20:00～6:00の時間隔離中。飲水ペース早く声掛け行っている。妄想様の発言著明で気分の高揚さあり。また、眼光の鋭さも見られている。引き続き精神症状を観察し、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。脱衣行為繰り返し、早めに開放観察終了としている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～終日隔離中。各食不食するが、嗜好品は摂取出来ている。不穏さなく対面時穏やか。私物の整理をして過ごす。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・小泉　裕子様～唐突に退院要求あったり、妄想に左右され異常体験を話すが介入にて
落ち着いている。引き続き妄想言動や行動に注意していく。
・河津　繁吉様～流延目立たず、歩行状態も安定。日課も淡々と行っている。不穏さなし。
＜金Dr.診察情報＞
・佐々木　章洋様～臨時同内容で７日分処方となる。母との面談希望あるが、主治医よ
りまだ勧めないと説明受けている。

・飯岡　未来様～臨時薬同内容で７日分処方となる。
・袴田　ハナヱ様～臨時薬同内容で７日分処方となる。水分を摂るように指示あり。

・平栗　城志様～点滴本日分終了したら終了指示。本日昼～CZ-Hi（200-200-200ml）、白湯（100-100-100ml）へ変更となり経管栄養開始となる。内服中止のまま様子観察。

・藪　真弓様～12/7　14時面談調整済。臨時薬同内容で７日分処方となる。

昨日体温38.1→本日37.5℃。悪寒、頭痛、鼻汁等不調訴えあり、症状に対してはＩＦカロナールで対応指示。
・東野　愛様～診察時寝たふりをしている。臨時薬同内容で７日分処方となる。
・中居　亮子様～臨時同内容で７日分処方となる。
・豊川　葵様～母様・夫様来院され、面談行う。病状説明している。ご家族としては12/23(水)までに退院させたいが、自宅の環境でストレスが溜まり、繰り返すことに不安があるとの事。主治医より、退院前に外出泊訓練を実施すること提案。日時についてはご家族と相談し、決める事となる。また、退院後のサービスとして2週間または4週間に１回の外来通院、訪問看護導入予定となる。
・田中　セツ様～臨時薬トレリーフ増薬、他同内容で７日分処方となる￥
＜入院患者様＞
　日　　時：R2.11.30　　12:12　

　氏　　名：坂本　福子（さかもと　ふくこ）様

　生年月日：昭和41年10月14日（54）

　病　　名：双極性感情障害

　合併症　：

　性　　別：女性

　主治医　：金Dr

　入院形態：医療保護入院

　病　　棟：東病棟Aユニット

　

(経過）

平成7年より八戸赤十字病院の精神神経科への入院歴が7回ある。

平成25年11月25日実弟様から当院へ受診相談があり、疾病教育・退院支援を目的に当院へ1回目の入院（任意入院）。平成26年12月21日自宅へ退院後は、定期的な通院・服薬、訪問看護、就労継続支援B型支援事業所の利用を行っていた。しかし、金銭管理が困難で南部町社会福祉協議会からの貸付を頻回に受けていた。怠薬や同じ就労事業所の利用者に対しストーカー行為を行ったり、躁状態が認められており令和1年7月24日当院2回目の医療保護入院となる。入院後、薬物療法・精神療法等により症状が安定し、入院加療に対する同意が得られたことから令和1年10月9日、任意入院へ入院形態を変更。令和2年10月5日青山荘へ退院。退院後次第に気分の高揚さが見られ、青山荘スタッフにも攻撃的になる事や嫌がらせのような事をする場面が多々あり、対応に疲弊していると訪問看護へ情報提供があった。11月27日に父親が亡くなり、青山荘スタッフ付き添いにて実家へと外出しているが、家族様の本人への対応が本人が思っていたものと違い、青山荘へ戻った後も易怒的となっていた。間違えて他者の部屋に入った際に口論となり大声で反論したり、ハンガーで首を吊ろうとする等の企図行為あり。

11月30日外来受診し、12:12Aユニットへ医療保護入院となる。
